
とてもよくわかる「誰にでもできる学力の保証」 No１

算数･数学ミニ研修
他教科の学習指導にも役立ちます 神栖市教育会算数･数学教育研究部

１ 『これからの教育で必要なこと』・・・授業で学ばせる３つの内容

①「こうすれば，わかる｡｣ ②「こう考えればよい｡｣ ③「学んだことをどう使うか｡｣

２ 学力の保証（学力向上）のポイント

「説明文の書き方」と「計算などの手順や方法の書き方」を教える。

(1) 「説明文の書き方」を指導し，日々の授業の中で書く時間をとってください。
説明文は，３から４文程度で書きます。 ※先生方の研修でお使いください。
文章の書き方は，１文目が根拠「□□は，○○を使って求められる。」，２文目が

根拠についての考え，３文目が結論と答えになります。

例題１ 右の図形は，半径１０cmの円と１辺が20cmの正方形が
重なっています。色の付いている部分の面積の求め方を説明 20㎝

しましょう。 また，答えも書きましょう。

20㎝
正答例 色の付いた部分の面積は，全体の正方形の面積から白い円の部分の面積を引

けば求められる。 ※１文目は，引き算を使う根拠をかきます。
１辺が２０cmの正方形の面積は，20×20＝４００で，４００cm2 になる。
半径が10cmの円の面積は10×10×3.14＝３１４で，３１４cm2になる。
色の付いた部分の面積は，４００－３１４＝８６で，86cm2になる。
答え ８６cm2 ※２文目３文目には，その数値を使う根拠を書きます。

(2) 「計算などの手順や方法」は，繰り返し「書く・読む」ことで身に付きます。
問題を解かせながら，思考力・表現力など本当に役立つ学力を身に付けさせましょう。

例題２ 等式 x＋４ y＝１を y について解きなさい。H29全国学力調査数学Ａ問題
正答例 x＋４× y＝１にすると算数の授業で使えます。x＋４y ＝ １

【計算の手順や方法】 （逆算で求める方法）
x －x＋４y ＝ １－ x ① 左側を y だけ，右側を x と数の式にする。

４y ＝ １－ x ② 両方から x をひく。
１ ４y

＝
１－ x ③ x ひく x で, 左の xが消える。

４ １ ４ ④ ４×yの４で両方をわる。
y ＝

１－ x
４ ※一人一人が言えるように，日々の授業で実践をする。

y について解く方法を説明するときの例文。（中学生は，｢等式の性質｣を使います。）
y について解くためには，等式の性質を使って左辺を y だけの式にすればよい。
左辺にある x を消すために両辺から x をひく。x ひく x で, 左辺の x が消える。
次に，４y の係数４を１にするために，４で両辺をわる。
答えは， y ＝ １－ x － x ＋１

４
になる。 別解

４


